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1    京都難病連第35回定期代表総会及び
1        勉強会「難病患者の就労支援」の案内

日時  平成20年 6月 1日 (日 )午後 1時 30分～4時30分
場所  ハートビァ京都 (京都府縮含社会福社会館 )

東都市上京区鳥丸丸太町下る
午後1:30～ 代表総会

1) 2007年 度活動報告

3) 2008年度活動計画

午後3:00～ 勉強会
「難病患者の就労支援」 1)講演 「難病患者の就労」

京都労働局 職業安定部職業対策課

小西 栄一氏
2)質疑応答

京都難病団体連絡協議会

京都府難病相談・支援センター    i

(ハートピア京都案内図〉
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2)  2007年度会計・監査報告

4)  2008年度会計予算・役員選出
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*京都難病連が主催する諸事業は、京都府委託金・補助金、京都市委託金,NHK歳末助
け合い募金、京都府共同募金会の御支援を受けています。



2007年度活動報告

はじめに
2007年度を総括しますと、京都府委託のTEL相 談事業の件数が昨年に比べ30%増加し

たことや、京都市委託の「難病医療講演。相談会」及び「患者。家族交流会」のニーズが更

に増えている事が印象に残りました。また、その内容で注目されるのは、患者会に連絡を

取りたいという希望が非常に多い事でした。これは各患者会のこれまでの活動に対する信

頼の証であるとともに、当事者の生の声、実際の経験から発信される情報が重要だと言うこ

とでしょ先ただ」京都難病通略患者友
?包鍵湧みご冒ЪT高襲嘉髯霙己誘茎鷲セないのが現実だと思います。2007年度に|」

い企画に取り組んだり、保健所。医師会主催の地域フォーラムや医療推進協議会主催の

イベントにも参加しました。また、2008年の」PA近畿ブロック交流会に伴なう準備も各会協

力のもと進めてきましたが、これを「難病支援の啓発」にいかに活かすかと言う課題が残つ

ています。

告げられましたcこの予期せぬ出来事に緊急

との懇
定と同
行政と

積極的に作つていくつもりです。

I 難病連の活動

lb   

口|::i::l頸 ξ

たり前のようで、案外あいまいにされていた事だと思いました。

③京都難病連と各患者会の共

間15回開催しました。はじめ

白勺な発言が出ていました。こ

充実度は高まっていると思いました。

④その他にも、9月 24日 に、ホテルルビノ京都堀川で交流会を開催しました。

26璧
層相饒電ち _(京都府委託事業)

1980年の開設から28年が経過しました。

相談件数は490件 (詳細別紙)、 各加盟団体の相談件数は882件でしたc

専門職による相談

月曜 日:社会福祉士

水曜 日:看護師

金曜 日:難病専門医 (元宇多野病院院長 西谷裕先生 )



②難病患者医療講演・相談会
難病連に京都市から委託され早10年になります。参加者総数は500人を越えるえるように
なりました。今年度は15疾患の相談会を実施しました。参加された患者・家族は509人
(市内331人 )、 内個別相談は124人 (市内86人 )でした。

③ 日本てんかん協会京都府支部
日本てんかん協会京都府支部が土曜 日午後1時から5時まで相談を受け付けていますc

④ 専門医の医療相談
西谷先生の医療相談は、専門医として的確なアドバイスがもらえると相談者から好評を得
ています。ただ、先生も学会などで忙しいため、基本的に、第103金曜 日を確定日として、
事務所で直接相談を受けて頂けます。

3.広報活動
①機関誌「京なんれんニュース」の発行
編集委員 :広岡副会長 (京都IBD友の会)を 中′いに年2回・各5,000部を発行し、各患者会
を通じて全会員の皆様にお届けしています。行政機関・医療機関をはじめ、各関係機関
にもお届けしていますcまた、京都難病連としては、この機関誌が、会員全員に共通の情
報を提供できる唯一の媒体です。全て会員の皆さんの作業分担によつて出来あがってい
ます。

また、ホームページも、デザインの更新を含め大変見やすくなつています。昨年に引続き
樋口さん (ハ

°
―キンソン病友の会)に管理してもらっています

②」PAの「総合的難病対策の早期確立を要望する」署名募金
今年度の難病医療費の経済的負担軽減や総合的難病対策の確立を求める署名活動は、
11月 10日 に京都府医療推進協議会主催で開かれた「これからの日本の・保健・福祉を考
える」フォーラムの会場 (岡崎みやこめつせ)で行いました。京都難病連の各患者会からも
多数が参加されました。

4.府・市町村と議会への働きかけ
2月 に、特定疾患療養見舞金および小児慢性特定疾患見舞金の廃止を京都府から告げ
られました。この予期せぬ出来事に緊急会議を開き、知事へ見舞金廃止撤回の要望書を
提出、府議会へその旨を陳情しました。しかし、2008年度京都府予算の決定と同時に個
人給付をやめるという理由で見舞金は廃止される事になりました。

何か事が起つてはじめて府や議会との懇談の機会が生れると言う情況を根本的に変えて
いかなければ駄 目だと分かりました。今後は、府や市に対し当事者の要望を積極的に伝
へ、必要性。実効性の高い内容に関しては強くお願いしていこうと思います。

5。 全国の患者・家族団体と協力した運動

① 3年 目を迎えた」PA

5月 26日 に、全国各地の難病連、疾病団体の代表とともに、京都からも署名 (京都は2万 8
00余筆)を携え、紹介議員になっていただいた京都選出の衆議院議員5名 および参議院
議員3名 に請願する予定です。



② 全国難病センター研究会

全国難病センター研究会は、難病相談支援センターの開設 0運営を円滑に進めるために

03年 6月 に設立されました。
10月 27日 、28日 に第9回研究会 (富 山県)、 3月 15日 、16日 に第10回研究会 (愛知県)

が開かれ、北村会長が参加しました。

③
笏

病患者。長期療養者。高齢者の生きる権利と生活を守り国民皆保険制度を守る運

12月 2日 、3日 に、東京晴海グランドホテルにて集会が行なわれ、京都からは8名 が参加し

ました。

6.協力者の募集、財源確保と確立する活動

①各会の皆さんに大変ご協力いただきました。

賛助会員はメ∫人、16万 1,000円 の賛助会費が寄せられました。

②寄付金額 3′件 712,526円
③ JPAの国会請願署名。募金活動

」PAの国会請願署名・募金活動は、難病患者・児の実情を理解していただく活動であると

同時に、国会請願行動への代表派遣のための募金でもあります。

各会のご協力で署名20,823筆 、募金500,581円 (平成19年 3月 末現在)が集まりました。こ

のうち各会には20%を還元し、」PAに50%を納入、30%は国会請願のための代表派遣

などに充当します。

7.事務所の活用

事務所は難病相談や加盟団体の会議、機関誌の印刷。発送作業に利用されています。
「波の会」は89年から机と電話を設置し、土曜 日に相談を実施されています。又、筋無力

症友の会・多発性硬化症友の会。あけぼの会 (大動脈炎症候群)の連絡先になつていま

す。この3疾患に関する問い合わせは、その時点での対応を大切と考えると同時に、各患

者会へ出来るだけ早く、確実に伝わるようにしています。
西谷先生の相談にも多くの相談者が来所されます。

Ⅱ 運営にあたつた役員

会 長

副会長

会計

会計監査

事務局長

北村正樹

辻雅孝、広岡嘉明、堤中貴美三

萩原幸子

小倉佐助、武 田丈

伊藤克義



Ⅲ、各加盟団体の活動

京なんれんニュースNo.85及 び oヽ.86を参照してください。

2007年度各患者会の会員数と相談件数

*2008年度より、日本網膜色素変性症協会京都支部が、正式加盟。

2007年度 京都市委託・難病医療講演会・相談会参加者

団体名
賛 員 叙

2007年度   2006年度

今日己R,又
2007年度  2006年度

京都lBD友の会

京都肝炎友の会

京都腎蔵病患者協議会

只都スモンの会

京都わらび会

波の会

リウマチ友の会

筋無力症友の会

膠原病友の会

多発性硬化症友の会

パーキンソン病友の会

ベーチェット病友の会

大動脈炎症候群友の会
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網膜色素変性症協会京都支部
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宇治難病患者連絡会
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実施 日 病  名 共催団体名
来

総 総

5月 27日 HAM
後縦靭帯骨化症

小児てんかん

ベーチェット

特発性血小板減少性紫斑病

パーキンソン病

リウマチ

多発性硬化症

膠原病に伴う肝臓病

大動脈炎症候群

パーキンソンのリハビリ

脊髄小脳変性症

腎蔵病

レックリングハウセ
゛
ン

潰瘍性大腸炎・クローン病

わらび会

わらび会

てんかん協会

ベーチェット友の会

わらび会

パーキンソン病友の会
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9月 16日 リウマチ友の会

22日

10月 20日

28日

28日

H月 17日

18日

25日

12月 9日

多発性硬化症友の会

膠原病友の会

あけぼの会

パーキンソン病

わらび会

京腎協

わらび会

京都IBD友の会

509 331 124 86



平成19(2007)年度難病相談委託事業実績

1、 実施機 間

平成 19年 4月 1日 ヽ平成20年 3月 31日

2、 主たる相談場所   京都市上京区堀川丸太町 下る

京都社会福祉会館内 (4F)

京都難病団体連絡協議会事務局

3、 相談の概要    総数  490件

(1)相談方法   電話相談459件、面接 23件、訪問0件、文書8件

(2)相 談件数

月 4 6 9 1 2 3 合  計

新規
日常相談 6 8 29 14 ０

乙
，

″ 8 7 5 1 179

専門相談 b 16 13 21 39 24 10 ０
４ 198

継 続
日常相談 1 2 4 3 4 3 1 25

専門相談 1 1 8 7 10 8 6 6 88

合 計 13 25 58 29 53 26 4C 490

(3)相談の内訳 (延件数) 528件
相 談 会    129 治療・療養   107 友 の 会   51 そ の 他      34
専門病院    50 病  気    23 三療講演会    24 医 療 費      10
特定疾患    lo 心療相談     5 連 絡 1  9 西谷先生相談      17
福祉制度    30 介護保険    3 交 流 会    3 身障手帳        2
就 労     5 資料請求     7 ホ

゛
ランティア          1 医療機器        1

教 育     o 年金制度     7



平成 19年度 疾病別相談件数 総訓・492 (単位 件)

1.神経 系疾患

1脊髄小脳変性症     22
2多 発性硬化症      33
3′ 一`キシソ)病      lo3

4筋 萎縮性側索硬化症   20
5筋 シス トロフィー     o
6ン ヤイ・卜し―カー症候群    o
7重症筋無 力症      68
8ハ )チ レ トレ舞踏病    0
9ミ オ六千-        2

10シ ャル,・ マリー・トゥース病      2
11て んかん         7
12ハ ンチン トレ舞踏病    0
13そ の他          10

小計 267

2.循環器・腎及び呼吸器の疾患

原発性肺高血圧症     0
拡張型心筋症       1

1特発性間質性肺炎     3
2サ ′しコイ ドーシス     1
3大動脈炎症候群

4ビ ュ′じガー病       2
5ウ イリス動脈輪閉塞症     0
6結節性動脈周囲炎     3
7特 発性慢性肺血栓塞栓症  0
8ネ フローゼ        1
9腎疾患          2
10肺気腫          1
11そ の他          1

3.消化器 の病気

1潰瘍性 大腸炎

2ク ローシ病

3肝 炎

4そ グ)他

4.膠 原病 とその類縁 の疾 1

1全身性エ リテマ トーテス  6
2リ ウマチ        21
3シ ェー グレン症候群    0
4膠原病 (疑 いを含む)  12
5ベ ーチェット病      3
6強皮症          3
7多 発性筋炎        1
8そ の他          4

小計  50

5.骨 。関節・ 皮膚 の病気

1脊柱管狭窄症       1
2後縦靭帯骨化症     24
3大腿骨骨頭壊死      1
4レ ックリング′ヽウゼン病  H
5天疱清          1
6巨趾症          0
7そ の他         5

小計  43
6.内 分泌・代謝 の疾患

l先 天性副腎皮質過形成   1
2そ σ)他         3

小計  4

7.血 液 の疾 患

1特 発性血小板減少性紫斑 16

2再 生不良性貧血     0
3白 血痛          o
4そ ′)他          8

′卜言+  24

8.感覚器 の疾患

1網膜色素変性症

2その他

9.精神 疾 患

1 う つ́病

2他の精神病

0。 その他 の疾 患

1メ ニェル病

2水頭症

3ミ トコン ドリア病

4先天性 四肢欠損症

5高 次機能障害      2
6悪性腫瘍        l
7線維筋痛症       2

その他

小計  5
1不明         21
2.疾 患 とは無 関係    10

小計  31



2007年度 京都難病連活動日誌

行事 場所

4月  1
18

22

24

29

30

日

水

日

　

火

百

日

京都IBD友の会第10回総会

平成19年度 HヽK歳末助け合い義援金配分伝達式

全国バーキンソン病友の会京都府支部第24回総会

京都スモンの会38回 定期総会

日本てんかん協会京都府支部第20回総会

京都難病連事務所

ハートビア京都

ハートビア京都

ハートビア京都

ひとまち交流館

京都スモンの会事務所

ひとまち交流館

12

13

27

27

5月

土

日

日

日

全国膠原病友の会京都支部定期総会

京都腎臓病疾患協議会第37回定期総会

わらび会第26回 定期総会

難病医療講演。相談「ヒトTリンパ球向性ウイルス脊髄症」

ハートビア京都

与謝野町野田川

ハートピア京都

ハートピア京都

「

Ｊ

」PA第 3回 定期総会。国会請願(第 3回JPA勉強会) 東京晴海ホテル

北村、辻、藤原、水野月

10

17

17

23

24

30

３

　

９

一

月６ 日
一土

日
一日

日

土

日

　

　

一
　

　

土

全国筋無力症フォーラム

難病医療講演。相談「後縦靭帯骨化症」

第1回京都難病連役員会・理事会

難病医療講演。相談「小児のてんかん」

日本リウマチ友の会京都支部第40回定期総会

第4回JPA勉 強会 藤原

ハートピア京都

コープイン京都

ウイングス京都

京都社会福社会館内

ハートピア京都

ハートピア京都

ハートビア京都

障害者スポーツセンター

ハートピア京都

ウイングス京都

京都難病団体連絡協議会第34回 定期総会

京腎協第 16回 運動会

難病医療講演・相談「ベーチェット病」

ベーチェット病友の会・京都第 17回総会

難病医療講演・相談「特発性血小板減少性紫斑病」

体験記応募締め切り

7月  4
13

水
一金

南丹保健所

兵庫県開催

神戸しあわせの村

ハートビア京都

上京保健所

南丹保健所患者家族交流会

7月 20日 、8月 3日 と3回 にわたり、体験記選考会

]PA誦じ〔看嬰倉
難病医療講演。相談「パーキンソン病」

上京保健所「勉強会」

２ ‐

一
２２

　

　

３０

土
一日
一
　

月

8月 難病体験記 入賞作品発表

9月 31日

101月

131ノヽ

京都社会福社会館内

平安会館

京都テルサ

第2回京都難病連役員会 ,理事会

京都府福祉の町つくり推進協議会

京都府社会福祉大会



行事 場所

9月  16
22

24

日

土

月

難病医療講演。相談「リウマチ」

難病医療講演。相談「多発性硬化症」

京都難病連秋の交流会

ハートビア京都

ハートビア京都

ルビノ堀り||

２̈

‐３

・
２〇

一
２７

２８

月

一

０ 金

土

土

土

日

街頭啓発キャンベーン「京都府福社の町つくり推進委員会」

体験記入賞記念式

難病医療講演。相談「膠原病に伴なう腎臓病」

]第
9回全国難病センター研究所研修会

難病医療講演。相談「大動脈炎症候群」

大動脈炎症候群友の会19年度定期総会

難病医療講演・相談「ハ°一キンソン病のリハビリテーション」

京都四条河原町

京都アスニー

京都産業会館

富山

ハートビア京都

宇多野病院

‐０

一
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一
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２３

一
２ ５

月 土
一士

日
一
　

金

一日

京都府医療推進協議会2007医療フォーラム

難病医療講演。相談「脊髄小脳変性症」

みやこめっせ

ハートピア京都

京都アスニー

ハートピア京都

円山野外音楽堂

ハートビア京都

難病医療講演。相談「腎臓病」

全国多発性硬化症友の会関西支部第26回総会

「府民のつどい」

難病医療講演。相談「レックリングハウゼン病」
２

一
３

一
９

‐６

月 日

一
月

一
日

一
日

コ 堪 倉畢奄

行

弓ヒ村、藤原、五味、小山、尋田、藤島

難病医療講演。相談「潰瘍性大腸炎・クローン病」

近畿フ
｀
ロック交流会実行委員会

晴海グランドホテル

ラボール京都

京都社会福社会館

2008生
「

1り弓  20 日 第4回京都難病連役員会。理事会/近畿B交流実行委員会 京都社会福社会館
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一
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・
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月

一

月

一火

日
一月

木

南丹・山城北・山北分室・山城南。乙訓南部地区保健所会議

下京保健所難病事業の評価会議、勉強会

ョ
「入れ

檄
ク
条葛薫贔鱒晉r研

修会

山科保健所難病事業の評価会議、勉強会

南丹保健所

下京保健所

神奈川県三浦

山科保健所

3月  15

16

17

18

30

土

日

・

月

火

日

亀岡ガレリア

愛知県

京都社会福社会館

中京保健所

宇多野病院

宇治市総合福社会館



2008年度 活動方針 (案 )

はじめに

京都難病連は1974(昭和49)年 8月 、難病相談センターは1980(昭和55)年6月 に開設しまし

た。高度成長期だつた30数年前と比べ社会は大きく変化しましたc国も地方自治体も財政難、少子
高齢化には歯止めが効かず、社会は格差をよび、医療や介護においても、需要と供給のバランス

が崩れだしていますc結果として、私達患者 目線でみると、難病に関する公的支援はどんどん縮小
されているように思えます。
この問題点を整理した結果、今年度は次の3項 目に取り組みたいと思います。

①まずは、啓発活動。難病連。各患者会の平素の活動とその意義を府民の方々に伝える努力を
し、すこしでも多くの人に「難病」の事を知ってもらう。その中で、患者。家族に対し公的支援が必要
であること、また京都難病連や各患者会、及び京都難病相談。支援センターが社会的に必要である事
を広く理解してもらう。
②府や市との定期的 (継続的)な話し合いの場をつくり、より有効な難病支援を求めるcまた、保健
所との連携を更に強化する。
③難病相談支援センターと情報交換をし、とにかく1つの課題に共同で取り組んでみる。いずれに
せよ、財政の厳しい折、最小限の予算で最大の効果をあげるには、まずは府や市との話し合いの

場つくりと、出来ることから実行に移していく事だと考えています。

1.交流・学習活動を活発にしましょう
C難病患者の就労について勉強会

京都難病相談・支援センター、京都府と協力し、まずは「難病患者の就労支援」について勉強
会と情報交換会を開きます。

②交流会の開催

9月 中旬に近畿ブロック交流会を予定しています。ここでも、単に患者同士が集まるのではな
く、実効性のある話し合いの場にしたいと思います。

2.難病相談活動を更に充実させましょう

「独りぼっちの難病患者をなくそう」を合言葉に始められた京都府委託事業の難病相談は今年で
28年 目となります。今までの実績を基に患者・家族の気持ちに寄り添う相談に努めていきたいと
思います。ただ、2つ大きな問題があります。1つは、相談員の報酬です。電話相談の件数が増
え、その内容も複雑になってきたことで、相談員にもより高い専門性が要求されます。しかし現在
の予算では内容にみ合う報酬が渡せません。2つ 日は年々制度が変わる為、ガイドブックの改訂
が1年～2年のスバンで必、要になります。現在は市の予算でガイドブックを作成していますが、需
要を満たす為には、府にも支援を求めなければいけません。京都難病連と患者団体の連携によ
る情報収集力は決して他府県に劣る事はないと思います。難病相談活動の必要性が高まる中
で、最低限の予算確保が優先課題である情況から一刻も早く抜け出す努力をしなければいけな
いと思つています。
講演を伴なう、難病患者医療相談会 (京都市委託事業)には、交流会を含めて、多くの患者。家
族が参カロされています。今年度も、15回 の開催予定です。
日本てんかん協会では土曜 日に事務局で電話相談を行っています。また、各患者会には、京都
難病連事務局から引き継いで、多くの患者。家族の方々の相談に応じてもらつています。



.京都府難病相談・支援センターと連携して、お互いの特色を活かしましょう。

京都難病連は、難病相談・支援センターの運営委員として運営に協力しています。各患者会か
らも会報の提供をしています。今年度は勉強会を共同開催します。今後の方向性として、難病連
は、患者団体としての特徴を活かし、難病支援センターは医療。看護の専門性を活かして連携を
図つていくのが良いと思いますc

4.広報活動を強めましょう

昨年役員に「広報」担当者を配しました。京なんれんニュースは編集N083より、一部カラーに変
更しました。又、今年度も出来ればガイドブックを改訂し、少しでも早く患者。家族の皆さんに、よ
り新しい情報を載せた冊子をお配りしたいと思います。ホームページの担当者も配し、内容の充
実と、タイムリーな広報活動を目指します。

5.府・市への働き、各保健所との連携を強めましょう……・強化項目

今年度は、京都府や市の難病担当の方との懇談の場を増やしたいと思つています。又、京都市
と京都府下の保健所へ出来るだけ足を運びたいと思っています。

6.全国の患者口家族団体と協力して運動しましょう

日本難病。疾病団体協議会 (」PA)に協力し、真に豊かで患者・家族が人間として尊重される社
会保障制度の実現を目指した活動を進めます。

7 医療被害口薬害救済制度確立の運動に参加しましょう

スモンやHIVなどの薬害、透析に際しての院内感染、予防接種や輸血による肝炎感染など、医
療被害・薬害が後を絶ちません。根絶の運動とともに国家補償 (賠償)制度の確立が強く求めら
れています。積極的に参加しましょう。

8.難病患者・家族の地域組織を確立しましょう

市町村の障害者計画に難病患者の声を反映させましょう。地域患者会は京都難病団体連絡協
議会 (難病連)の支部的な性格をもちつつも、地域の主体性。自主性を尊重した組織です。難病

連各加盟団体に参加されていない患者。家族にも参加していただくよう訴えていきましょうc

.協力者を募り、財源確保と確立に努めましょう

各会会員の皆さんや、会員外の皆さんにも賛助会員に協力していただくよう広く訴えています。
多数の方にご協力いただいています。引き続きご協力をお願いします。JPA(日 本難病・疾病団

体協議会)の協力会員 (一 口3000円 )募金にも協力しましょう。
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2007年度 一般会計収支報告 (07年 4月 1日 ～08年 3月 31日 )

収入の部
07年予算 07年度決算

委託費収入 3,558,000 3,558,000

京都府委託事業

京都市委託事業

900,000

2,658,000

900,000

2,658,000

補助金収入 980,000 11010,0∞

京都府補助金

京都市補助金

450,000

0

450,000

0

NHK歳末助合い特別配分金

京都府共同募金会

その他助成金

530,000 530,000

0

30,000

0

0

会費収入 800,000 736,550

加盟団体分担金 600,000

200,000

575,550

賛助会費 161,000

寄付・募金収入 2,000,000 1,213,143

500,000 500,581

712,562

0

1,500,000

0

その他の収入 959,000 1,624,899

研修会参加費 500,000 548,900

444,000

1.100

会館使用分担金 408,000

受取利息

雑収入

1,000

50,000

0

40,899

印刷会計より繰入れ 590,000

計

繰越金

8,297,000

138,284

8,142,592

138,284

合計 8,435,284 8,280,876

支出の部 単位 :円

07年度予算 07年度決算

府・委託事業 2,688,000 2,543,253

相談員謝礼

会場費

交通費

通信費

1,606,000

441,384

272,960

109,362

広報・事務費 113,547

市 `委託事業 2,658,00C 2,658,800

講師謝礼 820,000

815,000

327,725

109,362

586,713

相談員謝礼

会場費

通信費

広報。事務

団体活動事業 2,604,696 2,378,264

給料手当 700=000

150,000

698,500

交通費 164,190

賃借料。光熱費等 879,696

60,000

320,000

250,000

0

100.000

879,696

通信費

募金配分費

広報費

54,681

258,156

75,698

特別企画 (体験記募集 30,000

研修会費 45,600

会議費

福利厚生

90,000 128,568

43,175

0

50,000

5,000ボランティア活動費

他団体交流事業 410,000 591,550

他団体会費

」PA集会、国会請願

80,000 68,50C

523,05C330,000

管理費 301000 11=906

什器備品費 10,0∞

10,000

10,0∞

C

11,90G

C

消耗品費

雑費

計 8,3901696 8,183,773

次期繰越収支差額 44,588 97.103

合 計 8,435,284 8.280,876



貸借対照表

印刷会計事業 2007年 4月 1日 ～2008年 3月 31日

平成 19年度  会計監査報告

平成20年度4月  日京都難病団体連絡協議会事務所において、京都難病団体連絡協議会
一般会計及び印刷事業会計の監査を行いました。

各会計の帳簿、証拠書類及び財務、会計関係書類の確認、予算の執行状況、現金、重要な財
産などの管理状況について監査いたしましたところ、いずれも正確にして違算なく適正に行われ
ている事を認めます。

:][[;f2/ド
、にlヵ 鶉

2008年 3月 31日 現在

摘要 金額 摘要 金額

資産の部 負債の部

普通預金 58,788 資本の部

定期預金 900,000 一般会計次期繰越 97.10〔

郵便貯金 485,409 印刷事業会計繰越 1,398,50〔

現 金 38,31モ

現金 (印刷事業 ) 13.10C

合 計 1,495,612 合 計 1,495,612

単位 :円

収入の部 支出の部

繰越金 2.431.139 紙料・インク代等 148,879

印刷機使用料 648,516 アルバイト料 15,34C

利息 保守料 68,04C

会館使用分担金 360,00C

特別企画体験記募集準備金 500,000

一般会計へ繰入れ 590.000

次期繰越金 1.398.509

合計 3.080.76〔 合計 3,080,768

2007年 10月 1日 ～2008年 3月 31日

西谷先生寄付 (E口刷会計預金



2008年度 一般会計予算(案 )

収入の部     単位 :円

(08年 4月 1日 ～09年 3月 31日 )

07年予算 07年度決算 08年予算 備考

委託費収入 3.558,000 3,558,000 3,558,000

京都府委託事業

京都市委託事業

900,000

2,658,000

900,000

2,658,000

900,000

2,658,000

補助金収入 980,000 1,010,000 1,060,000

京都府補助金

京都市補助金

NHK歳末助合い特別配分J

京都府共同募金会

450,000

0

530,000

0

0

450,000

0

530,000

0

30,000

450,000

0

530,000

0

80,000その他助成金

会費収入 800,000 736,550 780,000

加盟団体分担金

賛助会費

600,000

200,000

575,550

161,000

600,000

180,000

150円 X会員数

寄付・募金収入 2,000,000 1,213,143 1,520,000

募金

寄付金

500,000

1,500,000

500,581

712,562

520,000

1,000,000

JPAへ 500/6

その他の収入 959,000 1,624,899 1,245,200

研修会参加費

会館使用分担金

受取利息

雑収入

印刷会計より繰入れ

500,000

408,000

1,000

50,000

0

548,900

444,000

1,100

40,899

590,000

450,000

444,000

1,200

50,000

300,000

JPA集会・他研修会

計

繰越金

8,297,000

138,284

8,142,592

138,284

8,163,200

97,103

合計 8,435,284 8,280,876 8,260,303
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2008年度 一般会計予算 (案)     (08年 4月 1日 ～09年 3月 31日 )

支出の部      単位:円

07年 度予算 07年度決算 08年度予算 備 考

難病相談委託事業 5,346,000 5,202,053 5,158,000

府。相談委託事業

市・相談委託事業

2,688,000

2,658,000

2,543,253

2,658,800

2,500,000

2,658,000

団体活動事業 2,604,696 2,378,264 2,514,696

給料手当

交通費

賃借料・光熱費等

通信費

募金配分費

広報費

特別企画 (体験記募
集・近畿交流会 )

700,000

150,000

879,696

60,000

320,000

０〇

一　

〇

　

〇〇

，

０

一　

　

　

　

，

０

０

　

　

　

　

〇

一

５

　

　

　

　

０

２

　

　

　

　

１

90,000

50,000

5,000

698,500

164,190

879,696

54,681

258,156

75,698

30,000

45,600

128,568

43,175

0

700,000

160,000

879,696

60,000

300,000

100,000

80,000

60,000

120,000

50,000

5,000

研修会費

会議費

福利厚生

ボランティア活動費

他団体交流事業 410,000 591,550 460,000

他団体会費

」PA集会、国会請願

80,000

330,000

68,500

523.050

80,000

380,000

管理費 30,000 111906 20,000

什器備品費

消耗品費

雑費

10,000

10,000

10,000

0

11,906

0

5,000

10,000

5,000

計

次期繰越収支差額

8,390,696

44,588

8,183,773

971103

8,152,696

i07,607

合計 8,435,284 8,280,876 8,260,303
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第35口定期代表綿会スローガン(案 )

医療保険制度の連続改悪反対

補助金削減反対 補助金の増額

難病の原因究明と治療法の確立

治療療養施設の充実

介護保障制度の確立

全身性障害者介護人派遣制度の充実

療養見舞金制度の復活

難病医療の全額公費負担制度の復活

無年金障害者の解消、障害年金の改善

就労・所得補償制度の確立

保育と教育の保障

医療被害・薬害救済制度の確立

「後期高齢者医療制度」の見直し
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編集 京都難病団体連絡協議会

〒602-8143

京都市上京区堀川通丸太町下る
京都社会福祉会館内

TEL/FAX  075-822-2691
メーール   k一nanren()mbox.kyoto-lnet.o「 .lp

郵イ更振替  01030-5-11284


